
在宅ケアの最前線！
～　明日の在宅ケアを考えよう　～

日　　時：平成２０年３月３日（月）　１３：００～１８：３０
会　　場：丸ビルホール＆コンファレンススクエア　Room４
　　　　（JR東京駅丸の内南口より徒歩1分、丸の内線東京駅より直結、
　　　　　千代田線二重橋前駅直結）
　　　　　〒100ー6307　東京都千代田区丸の内2－4－1　丸ビル8階
参 加 費：無料
申込方法：事前申し込み不要（当日ご来場ください）
定　　員：２５０名

                    　 ～　開催にあたって　～

在宅における、急速な高齢社会の進展や疾病構造の変化、国民の医療に対するニーズが
多様化・拡大し、サービス利用者の視点に立った安全安心した質の高い医療が求められ
ております。このような中、老人保健福祉サービスの一層の充実や介護保険制度の適正
な運営に資することを目的とし、その一助とするべく、厚生労働省補助金事業を実施し
ております。
この度、在宅医療・看護ニーズに応える看護の提供に関する厚生労働省補助金に関する
調査研究事業の成果を広く一般の方々及び研究者の皆様へお伝えし、研究者間での情報
共有を行うとともに、一般の方々の看護に対する関心、理解を促すことを目的として、
厚生労働省補助金調査研究事業中間発表会」を、日本看護協会、日本訪問看護振興財団、
全国訪問看護事業協会の３団体共催で開催致します。
　つきましては、参加希望者は別紙をご覧いただき、是非ともご参集ください。

※　報告事業は、厚生労働省老健局老人保健課担当の在宅ケア・看護の領域のみとしています

　  全国訪問看護事業協会　　
  　担当：木全　真理、川添　高志
  　〒160-0022東京都新宿区新宿1-3-12壱丁目参番館302
  　Ｔel：03-3351-5898   Ｆax：03-3351-5938

日本看護協会・日本訪問看護振興財団・全国訪問看護事業協会

  　日本看護協会　政策企画部　
　  担当：瀬戸　奈津子、青島　耕平
　  〒150-0001　東京都渋谷区神宮前5－8－2
　  Tel：03－5778－8804 　Fax：03－5778－8478

問い合わせ先

平成１９年度　厚生労働省補助金調査研究事業中間報告会のご案内



◆開会の挨拶（13:35 ～ 13:40）

◆研究報告Ⅰ 座長：日本看護協会常任理事　井伊久美子
  １．退院準備・在宅ケア移行支援（リエゾン）システムのあり方に関する研究（医療経済研究機構）
    1 13:40－14:00 退院準備・在宅ケア移行支援（リエゾン）システムのあり方に関する研究
                   新野由子（財団法人 医療経済研究･社会保険福祉協会　医療経済研究機構　研究部副部長）
      14:00－14:10 質疑応答

  ２．複数の訪問看護ステーションによる地域単位の24時間訪問介護・看護の効果的・効率的な実施方法の開発
　　　研究①（東京大学大学院医学系研究科地域看護学教室 村嶋幸代）
　　1 14:10－14:20 特別養護老人ホーム入所者への訪問看護の提供効果に関する研究
　　               後閑容子 岐阜大学医学部看護学科 学科長
                   石原多佳子 岐阜大学医学部看護学科 准教授�
　　2 14:20－14:30 ＩＴ活用による記録・帳票類の管理体制のあり方
　　               内藤智雄 岐阜大学医学部付属病院 医療安全管理室副室長�
      14:30－14:40 質疑応答

　３．在宅褥瘡患者のための褥瘡予防・治療ガイドラインの策定に関する調査研究事業（日本褥瘡学会）
    1 14:40－14:50 在宅褥瘡患者のための褥瘡予防・治療ガイドラインの策定に関する調査研究事業
                   真田弘美 東京大学大学院医学系研究科健康科学 教授
      14:50－15:00 質疑応答

◆研究報告Ⅱ 座長：全国訪問看護事業協会常務理事　上野桂子
  ４．高齢者の胃瘻閉鎖、膀胱留置カテーテル抜去を安全かつ効果的に実施するためのアセスメント・ケアプログ
　　　ラムの開発に関する調査研究事業（日本老年看護学会）
    1 15:05－15:25 高齢者の胃瘻閉鎖、膀胱留置カテーテル抜去を安全かつ効果的に実施するためのアセスメン
　　　　　　　　　 ト・ケアプログラムの開発に関する調査研究事業
                   太田喜久子 慶應義塾大学看護医療学部看護学科 教授�
                   水野敏子 東京女子医科大学看護学部 教授�
      15:25－15:35 質疑応答

  ５．療養通所介護事業の適切な運営に関する調査研究事業（日本訪問看護振興財団）
    1 15:35－15:45 療養通所介護事業の適切な運営に関する調査研究事業
                   佐藤美穂子 財団法人 日本訪問看護振興財団 常務理事
      15:45－15:55 質疑応答

  ６．訪問看護事業所数の減少要因の分析及び対応策のあり方に関する調査研究事業（日本看護協会）
    1 15:55－16:10 訪問看護事業所数の減少要因の分析及び対応策のあり方に関する調査研究事業
                   瀬戸奈津子 社団法人 日本看護協会
      16:10－16:20 質疑応答

◆研究報告Ⅲ 座長：日本訪問看護振興財団常務理事　佐藤美穂子
  ７．高齢者のターミナルケア・看取りの充実に関する調査研究事業（全国訪問看護事業協会）
    1 16:25－16:35 高齢者のターミナルケア・看取りの充実に関する調査研究事業
                   山田雅子 聖路加看護大学 看護実践開発研究センター センター長・教授
      16:35－16:45 質疑応答

  ８．訪問看護事業の報酬体系・提供体制のあり方に関する調査研究事業（全国訪問看護事業協会）
    1 16:45－16:50 訪問看護事業の報酬体系・提供体制のあり方に関する調査研究事業
                   川村佐和子 青森県立保健大学 教授
    2 16:50－17:00 訪問看護事業のサービス提供体制のあり方に関する検討
                   小池智子 慶應義塾大学看護医療学部看護学科 准教授
    3 17:00－17:10 訪問看護サービスの需要と供給に関する検討
                   山田雅子 聖路加看護大学 看護実践開発研究センター センター長・教授
    4 17:10－17:20 訪問看護事業の報酬体系のあり方に関する検討
                   村嶋幸代 東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学専攻地域看護学分野 教授
      17:20－17:30 質疑応答

  ９．複数の訪問看護ステーションによる地域単位の24時間訪問介護・看護の効果的・効率的な実施方法の開発
      研究②（東京大学大学院医学系研究科地域看護学教室　村嶋幸代）
    1 17:30－17:40 複数事業所連携による効率的な訪問看護
                   村嶋幸代 東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学専攻地域看護学分野 教授
    2 17:40－17:50 訪問看護対象把握方法の開発と推計
                   田口敦子 東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学専攻地域看護学分野 助教
      17:50－18:00 質疑応答

18:00-18:20　～　訪問看護の未来に向けて（提言）　～　日本看護協会・日本訪問看護振興財団・全国訪問看護事業協会

◆閉会の挨拶（18:20～ 18:25）
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